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交流親善

（一財）自治体国際化協会交流支援部交流親善課

日仏自治体間交流
～第８回日仏自治体交流会議を静岡市で開催～

過去最多の日仏自治体が参加
2024 年 11 月、静岡市で第８回日仏自治体交流会議

が開催されました。２年毎に日仏交互に開催されるこの
会議は、2008 年 10 月に日仏交流 150 周年を記念し
てフランスのナンシー市で開催されて以来、これまで７
回にわたって開催されてきました。

第８回となる本会議では、過去最多となる日本側 35、
フランス側19 の自治体などが一堂に会し、「日仏自治体
のパートナーシップが世界にもたらす新しい価値」をメ
インテーマに両国自治体が白熱した議論を繰り広げると
ともに、姉妹都市関係に限らず広く交流を深めました。

いよいよ開催、日仏自治体交流会議
日仏自治体交流会議の開催地である静岡市では、市内

の飲食店が期間限定でフランスにちなんだ特別メニュー
を提供するイベントや、姉妹都市であるカンヌ市を紹介
するマルシェが開催され、街全体がフランス色に彩られ
ました。また会議当日には、静岡駅前の竹千代像と今川
義元公像がフランス国旗をイメージしたコスチュームを
まとい、日仏の参加者を温かく迎えました。

開催地：静岡市の魅力を体験
全体会議に先立ち、11 月 18 日から 19 日にかけて

フランス側の参加者を対象とした視察プログラムが行わ
れました。このプログラムを通して、静岡市が誇る地域
の魅力や日本文化を体験してもらおうと、多彩な内容が
用意されました。
「まちづくり」をテーマとした、用

もちむね

宗地区の古民家や
港の倉庫を再生した地域活性化プロジェクトの視察には
じまり、「環境」をテーマとしたあさはた緑地での生態
系観察や防災学習、「文化」をテーマとした「静岡浅間
神社」での歴史的建築物の見学、「駿府の工房 匠宿」で
の工芸技術の体験、そして「経済」をテーマとした「森
内茶農園」と「足久保ティーワークス」での伝統的なお
茶の栽培技術や持続可能な経営に関する視察など、フラ
ンスの参加者は、日本そして静岡市の魅力を存分に体験
しました。

いずれの視察や体験でも、フランス側参加者は日本文
化や地域の魅力に関心が高く、終始熱心に質問し、意見
交換をしていた様子が印象的でした。

日仏自治体交流会議　開幕！
11 月 19 日、日本側自治体が合流し、日仏参加者に

よる開会式が行われました。メインテーマに沿って、持
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視察の様子（森内茶農園）　©ComEx8RFJ

JR 静岡駅北口広場の装飾された「竹千代像・今川義元公像」
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続可能なまちづくりのビジョンと手法について、日仏自
治体が知見を共有し、議論が行われました。

20 日午前の全体会では、「社会の大きな力をつなぎ、
新たな価値の共創へ」をテーマに、静岡市内でまちづく
りに率先して取り組んでいる人々を招き、本会議では初
となる官民の参加者による２つのパネルディスカッショ
ンが行われました。

午後からは、第１分科会「経済　～成熟社会における
都市の価値と持続可能な経営」、第２分科会「社会　～
全ての人の参画と連帯」、第３分科会「環境　～脱炭素
社会の実現と魅力ある地域づくり」の３つの分科会に分
かれ、日仏の各自治体からの特色ある取り組みの発表と
質疑や意見交換が行われました。

日仏それぞれの自治体が抱える問題には違いも共通
点もあり、議論の幅が広がりました。問題解決へのアプ
ローチの違いに加え、共通する課題への取り組みについ
ても参加者たちは強い関心を示し、積極的に質問や意見
を交わしました。その結果、予定していた時間があっと

いう間に過ぎるほど議論は白熱し、互いの視点を共有す
る貴重な場となりました。

分科会での議論の内容は、翌 21 日の全体会にて日仏
の各座長より報告され、全ての自治体で共有された後、
今回の会議の議論のまとめが最終宣言「静岡宣言」とし
て採択され、会議は盛況のうちに幕を閉じました。

日仏交流のさらなる深化を目指して
日仏自治体交流会議が担う役割は、参加者の知見を

広げ、議論して最終宣言を導き出すことだけにとどまり
ません。開催市にとっては市民とともに日仏友好の機運
を醸成し、フランス側参加者にとっては日本の文化に
直に触れ、日本の魅力を知る機会にもなります。また、
会議期間中は食事会などで、姉妹都市はもちろん、多く
のフランス側自治体と交流を深められるほか、現在、
フランスとの交流を検討している自治体は、直接会って
交流を深めたい自治体を探すこと、そして、日仏交流
について日本の先進自治体と情報を共有することができ
ます。

このように、日仏自治体交流会議は、日仏の自治体間
交流における多くの可能性を秘めており、だからこそ初
開催から 16 年が経った今も、参加自治体数は過去最多
を更新し、多くの自治体から愛される会議になっている
のです。

日仏自治体間交流のさらなる深化と日仏自治体交流会
議の継続へ向けて、クレアは今後も全力でサポートを続
けていきます。

次回は、2026 年にカンヌ市にて第９回会議が開催さ
れます。多くの自治体の皆さまの参加を心よりお待ちし
ております。

27自治体国際化フォーラム｜ April 2025 Vol. 426

第１分科会での自治体発表　©ComEx8RFJ

開会式であいさつをする難波喬司静岡市長　©ComEx8RFJ

閉会式後の全体集合写真　©ComEx8RFJ


